
専任教員の教育・研究業績

所属 職名 氏名

公益財団法人日本キャンプ協会
設立50周年記念事業キャンプ白
書部会

29頁～46頁
公益財団法人日本キャン
プ協会

東京 平成28年10月

大学運動部に対するASEプログラムが集団
凝集性に及ぼす影響－新入生と在学生の
比較から－

◎徳田真彦、伊原久美子、他5名 キャンプ研究（研究論文） 第21巻 15頁～30頁

総説

題名 著者 誌名 巻 初（始）頁～終頁

小中学生を対象としたキャンプ活動が生
きる力に及ぼす影響-性別、学校段階、
キャンプ満足度に着目して-

◎徳田真彦、伊原久美子、他4名 大阪体育学研究 第54巻 1頁～18頁

15頁～23頁 平成29年3月

児童期における短期型組織キャンプの効
果

◎田渕洋勝、伊原久美子、他3名 大阪体育大学紀要（資料論文） 第48巻 79頁～86頁 平成29年3月

　１　教育内容・方法の工夫（授業評価等を含む）

　２　作成した教科書、教材、参考書

　３　教育方法・教育実践に関する発表、講演等

　４　その他教育活動上特記すべき事項

野外教育学研究法(共著）

日本野外教育学会、日本キャンプミーティング、関西野外活動
ミーティング等

大阪体育大学社会貢献センター、熊取町、地域スポーツクラブ等
における野外活動事業

和歌山県青少年育成協会の事業の企画・実践

2009年4月～現在

2013年4月～現在

野外教育の研究法に関する著書を共著として出版した。

野外教育の教育実践に関する発表を行った。

野外活動を用いた教育事業の企画、運営

2018年1月10日

2009年4月～現在

第14回SMT指導士会関西支部研修会 2019年11月2日 「スポーツ現場における冒険教育の可能性」の講演を行った。

大阪体育大学教員免許更新講習会テキスト 2019年12月3日 「授業に役立つレクリエーション・野外活動」を担当。

和歌山県の青少年を対象とした野外活動を用いたリーダー養成研
修会

2009年4月～現在

2014年4月～現在

（学部）レジャー・レクリエーション概論、レクリエーション
Ⅰ、スポーツプログラム開発論、スポーツマネジメント実践論、
インターンシップＢ，キャンプ実習A、海洋スポーツキャンプ実
習、スキー実習、野外活動基礎実習

（大学院）冒険教育論特論、冒険教育論特論演習

伊原久美子
大学院における研究
指導担当資格の有無

有

概　　　　　　　　　　要年月日（期間）教育実践上の主な業績

体育学部 准教授

Ⅰ　教育活動

授業は、学生が主体的に学べる工夫を行い、いずれの授業も学内
平均よりも高い評価を得ている。

著書（共著・分担執筆）

キャンプ経験が児童のアサーションに及
ぼす影響

◎久田竜平、伊原久美子、他4名 大阪体育大学紀要（実践論文） 第48巻

4.5代表的な研究の解説／野外教育学研究
法

発行年月発行所 発行地初（始）頁～終頁著者／編者題目／書名

杏林書院 東京 平成30年1月132頁～143頁日本野外教育学会編集

第2章　団体や施設におけるキャンプの現
状／キャンプ白書2016

誌名著者題名

Ⅱ　研究活動

著書（単著）

発行年月発行地発行所書名 総頁数著者

大阪体育大学教員免許更新講習会テキス
ト

大阪体育大学 155頁～164頁
大阪体育大学教職支援セ
ンター

大阪 令和元年12月

原著論文（審査機関を有する学術誌に掲載の論文に限る。学会抄録等は含めない。）

発行年月

平成30年2月

初（始）頁～終頁巻

平成28年3月

青年期における無人島キャンプ経験が自
己肯定意識に及ぼす影響

◎飯田輝、伊原久美子、髙橋宏
斗

大阪体育大学紀要（資料論文） 第47巻 143頁～152頁 平成28年3月

登山のストレッサーが大学生のストレス
コーピングに及ぼす影響

◎髙橋宏斗、伊原久美子、福田
芳則、池島明子、徳田真彦

大阪体育大学紀要（資料論文） 第47巻 153頁～166頁 平成28年3月

Action Socialization Experienceを体験
した参加者が得た気づきの抽出

◎田渕洋勝、伊原久美子、髙橋
宏斗

野外教育研究（研究資料） 第23巻第2号 15頁～25頁 令和2年3月

大学女子バスケットボール部を対象とし
たAction Socialization Experiencesプ
ログラムが集団凝集性に及ぼす影響

◎伊原久美子　村上なおみ　髙
橋宏斗

大阪体育大学紀要（実践論文） 第50巻 1頁～14頁 平成31年3月

大阪府課程認定校レクリエーション交流
大会参加学生におけるソーシャル・スキ
ルとソーシャル・サポー トに関する研究

◎高山昌子, 新野弘美, 玉井久
美代,伊原久美子

Leisure & Recreation（自由時
間研究）

第44巻1号 64頁～72頁 令和元年10月

保護者から見た子どもの組織キャンプへ
の参加と非参加の理由-大阪市I市での事
例-

◎矢野達也、伊原久美子、髙橋
宏斗

大阪体育大学紀要（資料論文） 第51巻 9頁～24頁 令和2年3月

大学生キャンプカウンセラーの活動継続
の動機に関する研究

◎今村樹、伊原久美子、矢野達
也

大阪体育大学紀要（資料論文） 第52巻 47頁～59頁 令和3年3月

発行年月



区分

実践報
告

共

実践報
告

共

実践報
告

共

実践報
告

共

実践報
告

共

実践報
告

共

実践報
告

共

国内(一般演題) 平成30年6月 日本野外教育学会　第21回大会
大学野外実習における社会人基礎力の育
成要因の検討－全国10大学の調査結果か
ら－

国立オリンピック記念青
少年総合センター

徳田真彦

本学女子バスケットボール部に
おけるチームビルディングの試
み－ASEの実践を通して－

◎村上なおみ、伊原久美
子、他3名

大阪体育大学紀要（事例報告） 第49巻 67頁～79頁 平成30年3月

国内(一般演題) 平成30年6月 日本野外教育学会　第21回大会
高校サッカー部の新入部員を対象とした
キャンプによる協同作業に対する認識の
変容

国立オリンピック記念青
少年総合センター

髙橋宏斗

日本野外教育学会　第20回大会
キャンプ参加者の心理特性とストレス
コーピングの選択

東京　国立オリンピック
記念青少年総合センター

髙橋宏斗

国内(一般演題) 平成29年6月 日本野外教育学会　第20回大会
国立オリンピック記念青
少年総合センター

Stressors and stress coping in a
university camp

Hiroto TAKAHASHI

6th Asia Oceania Camping Congress

Impact of camp experience on
children’s assertiveness
-Focusing on the Inventory of
Organized Camp Experience -

Ryuhei Hisata国際 平成28年10月

ASEを体験した参加者が得た気づき 田渕洋勝

国際 平成28年10月 6th Asia Oceania Camping Congress
Relationship between task value and
self-concept
in the camp training

東京　国立オリンピック
記念青少年総合センター

Hikaru Iida

国際 平成28年10月 6th Asia Oceania Camping Congress
東京　国立オリンピック
記念青少年総合センター

国内(一般演題) 平成28年6月 日本野外教育学会　第19回大会
キャンプ活動が生きる力に及ぼす影響-性
別、学校段階、キャンプ満足度に着目し
て-

国立中央青少年交流の家 徳田真彦

国内(一般演題) 平成28年6月 日本野外教育学会　第19回大会
キャンプ体験が児童の自尊感情と他尊感
情に及ぼす影響

国立中央青少年交流の家 久田竜平

国内(一般演題) 平成28年6月 日本野外教育学会　第19回大会
キャンプ実習参加者の動機づけと自己概
念の関連－課題価値に着目して－

国立中央青少年交流の家 飯田輝

大学キャンプ実習におけるストレスコー
ピングが参加者の自己概念に及ぼす影響

国立中央青少年交流の家 髙橋宏斗

区分

題名

長期キャンプの意義を改めて考
える-「チャレンジキャンプ2015
～リヤカーで小豆島一周110㎞の
旅～」の事例から-

体育系大学のキャンプ実習にお
ける受講生の履修意識と効果－
本学キャンプ実習Ａの事例－

◎徳田真彦、伊原久美
子、他3名

年月 発表者名場所学会名 演題名

学会発表（「国際学会」、「国内学会（一般演題、シンポジウム、課題研究、講演等」、「研究会」等区分を記入）

平成29年6月国内(一般演題)
国立オリンピック記念青
少年総合センター

国内(一般演題) 平成27年6月 日本野外教育学会　第18回大会
キャンプがアサーション行動と集団凝集
性に及ぼす影響

国立阿蘇青少年の交流の
家

久田竜平

国内(一般演題) 平成27年6月 日本野外教育学会　第18回大会
登山のストレス場面におけるソーシャ
ル・サポートが参加者のストレスコーピ
ングに及ぼす影響

国立阿蘇青少年の交流の
家

髙橋宏斗

国内(一般演題) 平成28年6月 日本野外教育学会　第19回大会

国内(一般演題) 平成27年6月 日本野外教育学会　第18回大会
大学生のキャンプ指導経験がヒューマン
コミュニティ創成マインドに及ぼす影響

国立阿蘇青少年交流の家 伊原久美子

高校サッカー部新入部員を対象
とした組織キャンプの実践－
チームビルディングを目的とし
たAction Socialization
Experienceの導入－

◎髙橋宏斗、伊原久美
子、他2名

キャンプ研究（実践報告） 第23巻 33頁～39頁 令和2年1月

誌名

キャンプ研究（実践報告）

大阪体育大学紀要（事例報告）

著者 初（始）頁～終頁

45頁～53頁

107頁～118頁

巻

第19巻

第48巻

その他　（「症例報告」、「実践報告」、「研究ノート」等区分を記入）

発行年月

国内(一般演題) 令和元年6月 日本野外教育学会　第22回大会
大学野外実習における社会人基礎力の育
成要因の検討Ⅱ

仙台大学 徳田真彦

国内(一般演題) 令和元年6月 日本野外教育学会　第22回大会
保護者から見た子どもの組織キャンプ参
加・不参加の理由－大阪府I市の事例－

仙台大学 矢野達也

国内(一般演題) 令和元年6月 日本野外教育学会　第22回大会
雪上活動におけるストレスに関する研究
－大学野外活動部員を対象として－

仙台大学 髙橋宏斗

コロナ禍における大学野外活動
実習の実践報告－大阪体育大学
の取り組み－

◎徳田真彦、伊原久美
子、冨山浩三

キャンプ研究（実践報告） 第24巻 47頁～54頁 令和3年1月

平成28年2月

平成29年3月
◎伊原久美子、冨山浩
三、小林博隆

体育学部キャンプ実習における
大学生の自己開示の深さおよび
実習に対する意識と体験の評価
について

◎伊原久美子、冨山浩
三、小林博隆、徳田真彦

大阪体育大学紀要（事例報告） 第52巻 61頁～72頁 令和3年3月

コロナ禍における海洋スポーツ
キャンプ実習実施への取り組み

◎徳田真彦・久田竜平・
伊原久美子、他4名

大阪体育大学紀要（事例報告） 第52巻 79頁～96頁 令和3年3月

国内(一般演題) 令和2年11月 日本野外教育学会　第23回大会
大学生におけるキャンプカウンセラー活
動の継続動機に関する研究

関西学院大学 今村樹

国内(一般演題) 令和2年11月 日本野外教育学会　第23回大会
高校体育「スポーツⅤ（野外活動）」の
授業実践における成果と課題－通常時間
割内での一年を通した取り組み－

関西学院大学 松本秀樹

国内(一般演題) 令和2年11月 日本野外教育学会　第23回大会
コロナ禍における大学野外実習の実施に
向けた取り組み－大阪体育大学の事例－

関西学院大学 徳田真彦

国内(一般演題) 令和2年11月 日本野外教育学会　第23回大会
関西における野外活動団体の広報に関す
る研究

関西学院大学 矢野達也

国内(一般演題) 令和2年11月 日本野外教育学会　第23回大会
長野県の大学における夏季野外実習に関
する悉皆調査－大学野外実習に関する悉
皆調査に向けた試行－

関西学院大学 福富優



部 25 人

④

回 日

①

①

②

平成29年7月～現在 永楽ゆめの森公園及び熊取永楽墓苑指定管理者選定委員会委員長

25

①積極的に取組んでいる　②ある程度取組んでいる　③あまり取組んでいない　④全く取組んでいない８．部員の就職指導への取り組み

７．クラブの教育及び部員の学習への取り組み ①積極的に取組んでいる　②ある程度取組んでいる　③あまり取組んでいない　④全く取組んでいない

６．クラブの競技力向上への取り組み ①積極的に取組んでいる　②ある程度取組んでいる　③あまり取組んでいない　④全く取組んでいない

Ⅴ　クラブ活動の指導業績

３．部員数2009年～監督２．役職

平成29年4月～令和3年3月 広報委員会

平成29年4月～令和元年3月

５．合宿指導 年間合宿回数： 5 延べ日数：

１．指導クラブ名 野外活動

① ほほ毎日　　② 週３日　　③ 週１日　　④ 現場指導はしていないが、計画や内容の指導　　⑤ 全く関与していない４．現場指導の頻度

期　　　　間 内　　　　　　　容

ブランディングプロジェクト委員

委員会活動

平成30年4月～現在 独立行政法人国立青少年教育振興機構国立曽爾少年自然の家　施設業務運営委員会企画評価部会委員

平成30年4月～現在 枚方市スポーツ推進審議会委員

特別プロジェクト活動

平成27年4月～平成29年3月・平成31年4月～現在 キャリア委員会

平成23年4月～平成27年3月・平成31年4月～令和3
年3月

教務委員会

平成27年4月～令和3年3月

平成30年3月～令和3年3月 公益財団法人日本アウトワード・バウンド協会 冒険教育委員会委員

令和3年4月～現在 公益財団法人日本アウトワード・バウンド協会 事業委員会委員

令和3年4月～現在 FD委員会

平成31年4月～令和3年3月 図書委員会

日本野外教育学会平成10年6月～現在

日本体育学会

社会的活動

平成22年4月～現在 大阪府レクリエーション協会課程認定校連絡会　幹事

平成30年5月～現在 大阪体育学会　理事

平成25年4月～現在 兵庫県立南但馬自然学校調査・研究委員会委員

平成22年4月～現在 大阪府キャンプ協会専門委員　理事（2020年度～現在）

平成22年7月～平成27年3月 大阪府立青少年海洋センター指定管理候補者選定委員会委員

平成28年6月～平成30年3月 入学試験点検委員

Ⅳ　管理活動

国

Ⅲ　加入学会および社会における活動

期　　　　間 内　　　　　　　容

発明者／出願人特許名称 出願日／出願番号 公開番号 公告・特許番号
取得した場合

⇒

平成31年4月～令和3年3月 研究委員会

科学研究費等の取得状況

科学研究費／その他の助成金／外部資金

助成額（期間内の総額）期間

カリキュラム委員会

加入学会

平成12年4月～現在

特許

科学研究費 基盤研究C
高等教育におけるジェネリック・スキルを高める
野外教育プログラムの実践

分担

平成28年6月～現在 日本野外教育学会　理事

代表・分担の別題目種類区分

2019/3/1～2023/3/31 4,420,000



Ⅵ　賞罰（職務に関する賞罰）

年　　月 受賞等機関名 内　　容 備　　考

場　　所成　　績

１０．クラブ戦績　（全日本選手権８位以上、関西選手権４位以上、関西１部リーグ３位以上の団体・個人の戦績を記入して下さい。）

大　会　名開　催　期　間

場　　所期　　間大　会　名９．年間の引率公式大会名


